





















　講師として黒岩靖司（非常勤講師として平成 10 年～ 18
年）、森谷延周（非常勤講師として平成 11 年～）、室田健




















































Design  and work of making a chair 
for initial architectural education
-a trial of a synthetic learn-by-doing 



















































































































































　長岡商工会議所 [ かつての長岡現代美術館 ]（H11 ～
H23）やトミオカホワイト美術館 [ 現　南魚沼市トミオカ






































イエに 10 月に展示した。平成 25 年は 11 月～ 12 月にかけ
て展示した。ゆとりあるよい公共空間で来場者も多かった。




























































































































































































　「椅子とは “ すわる ” 道具なのでしょうか？




礼としての “ 総合表現の美学 ” がそこにあります。
　椅子には腰かける。次への行動を約束した姿です。
　Chair man −議長。威厳の象徴です。羨望の的です。
　これは、同じ腰かける道具、ベンチやスツールとはか
なり意味が違います。椅子は人格を表現します。
　この椅子展を通して、椅子とは何か？をもう一度みん
なで考えてみませんか？」
　椅子には様々な意味合い、価値観があり、人類が四足歩
行から二足歩行になって腰かける動作が始まってから、椅
子が人間にとって身近な道具の一つになった。
　この椅子を創ることで答えのないものへの挑戦がいかに
難しく、苦しく、面白く、楽しいのか、取り組んで乗り越
えた学生たちが得た彼等にしか分らないものがある。
　環境デザインを志す若者が、学生となった初年度に身に
つけなくてはならないことの一つに、きちっと考えられた
デザイン、気遣いで空間の温かさや、さわやかさ、強いて
言えば生活が一変するという感覚である。しかもその小さ
な成果を獲得するために、膨大なエスキースと試行錯誤が
必要といえよう。
